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イ ギ リス は犯 罪 の 多 い 国 で あ る。 犯罪 の数 はわ が 国 よ りも多い 。 と りわ け、 窃 盗 目的 住 居 侵 入
(burglary)は、住 宅地域で最 も深刻 な犯罪 であ り、 住民の心配の種 であ る。 また、強盗、性犯罪 も多
く、凶悪 な事件が増 えてお り、マ リファナを筆頭 とす る ドラッグの蔓延 とそれ に関連 した犯罪 、 さらに
は若 年層 による破壊 行為(vandalism)が増加傾向 にある。性犯罪 に関 しては、小児愛症(pedophilia)の




愛 の犯罪 者49名の顔 写真、 氏名 、犯罪歴、居 住地域 を掲 載 して 、 キャンペー ンを始 めたが、そ れ は 当 該
地域 の住民の 自警運動 に火 を付 けた。
犯 罪 の 増 加 に 対 して は 、 厳 罰 を 望 む 国 民 の 要 求 に 応 え て 、1997年3月に 「犯 罪(量 刑)法
(Crime〈Sentences>Bill)」が成 立 した。 そ の特徴 は、重大 な暴力 ない し性犯罪者 の再犯 に対 しては必要
的終 身刑(第2条)が 、ヘ ロインな どの薬物 犯の三犯 については7年以 上の拘禁刑(第3条)が 、常習の窃
盗 目的住居 侵 入に対 して は3年以 上の拘禁刑(第4条)が 法 定 され た ことで ある。性犯 罪者 にっ いては、
やは り1997年に成立 した 「性 犯罪者法(SexOffendersBill)」によって性犯罪者 登録 制が設け られ 、彼
らが 、登録 後 に住居移転 した ときに は、その こ とを警察 に届 け るこ とが義 務づ け られ たω。性 犯罪者 に
対す る監視が 強化 され たので あ る。 これ らの こ とは、犯罪 増加 に対 す る立法府 の側か らの対処 で ある。
私 が以下 に述 べ よ うとす るこ とは、 地域の住 民の側 か らはいか なる対処が可 能であ るのか 、あ るい は こ
れ までいか な る対処を して きたのか につい てで ある。
二 近隣警戒の目的と利点
(1>近隣 警 戒 の 目 的
近 隣i警戒(NeighbourhoedWatch)(2}とは、一定の地域 に住む住民の グルー プが、彼 らの家に誰か が不法
に侵入 す るこ とを思 い と どま らせ るこ とを 目的 と して 、隣人の家 を常に相互 に監 視 ・警戒す る体制 で あ
り、組 織 であ り、運動 で ある。 それ は、住民 が近所同 志で犯罪 が起 こらない よ う事前 に注意 し合 い、犯
罪防 止策 を練 り、住 民 レベル でtlらの力に よ って犯罪 抑止 を 目指す 自治的 な運動 で ある。 近隣警戒 は、
理論的に は、住 民に よる近 隣への監 視体制 を強化す る ことによ って、犯罪機 会を少 な く し、犯 罪 を防止
す ることを意図 して い る(3)。具体 的に は、 住民がお 互い の住居 に注意 を払 い、犯罪 が発生 した り、疑 わ
しい人物 がい た り した場 合な ど、必要な とき には警察 に通報す る。 ここでは、住民 には、犯罪 を抑 止す
るた めに 「監 視 と通報(watchandrepovt)」(4)が期待 され てい る。 また、近隣警戒 は、 この よ うな役割
を果 たす こ とに よって、他の犯罪防 止方法 を実行す るた めの原動 力に もな りうるので ある。
その組 織 の規模 は 、数S－軒 の世帯か ら成 る ものか ら、数 百軒 のtlヒ帯か ら成 る ものま で多様 で ある。 小
規模 の もの の方が メ ンバー相 互の連絡 は し易 い し、後 に述べ る コ ミュニテ ィ意識 の形成 に もな じむ で あ
ろ う。 イ ギ リスでは、1998年において17万9千位の組織 が存在 し、機能 していた。 参加者 は、全人llの4
割 を越えてい る とも言 われ てい る。
(1)これ ら の 立 法 に っ い て
、 背 景 を 含 め て 詳 し く は 、 川 本 哲 郎 「イ ギ リ ス に お け る 刑 事 政 策 の 動 向 に つ い てj『 犯 罪 社 会 学 研 究 』 第22
号 、1997年 参 照 。
(2}NeighbeurhoodWatchは
、 イ ギ リ ス で はHomeWatch、 ア メ リ カ で は 、Block冊atch,ApartmentWatch,そし てCo㎜unityWatchな
ど と も 呼 ば れ て い る 。TrevorBennet,EveluetingA'eighbourhoodWaich(Alder.ghot、1990),p.9.
(3)DanielGilling
,CrimePre}'ention;rhebry,Policr,andPolitics(London,1997),p.143.近隣 警 戒 に っ い て 触 れ て い る 文 献
と して 、 わ が 国 で は 、 諸 澤 英 道 『新 版 被 害 者 学 入 門 』 成 文 堂s1998rp、151～158頁 、 伊 藤 康 一 郎 「コ ミ.ユニ テ ィ 防 犯 活 動 一 英 米 の
犯 罪 対 策 の 新 動 向 」 『犯 罪 社 会 学 研 究 』 第18号 、1993年 、 小 林 寿 一 「米 国 に お け る 地 域 犯 罪 防 止 活 動 」 『季 刊 ・社 会 安 全 』 第8号 、1993






近 隣警戒 の第一 の 目的は、一定の地域内での犯罪 防止であ り、犯罪への恐怖感(fearofcrime)の軽減
で ある。 それ に付随 して、 コ ミュニテ ィ意識(senseofco㎜unity,c。㎜unityspirit)の再生ない し形
成 も期待 され てい る。 なぜ な ら、住 民は犯罪防止 とい う共通の 目的のた めに一致団結 し、相互 に話 し合
い、 助け合 うか らで ある。 したがって、結果 的に、 これ によって相互扶 助の地域社会 が形成 され るこ と
が期 待で きるのであ る。 さらに、これ に伴 って、地域社 会内部 か らのイ ンフォ・一マル な社 会 コン トロー
ル(informalsccialcontrol)が進め られ ることにな り、この方向か ら犯罪や迷惑行為の抑止が行 なわれ
る ことにな る。
ところで 、近隣警戒 は当然 に警察の問題 と関わ る。伝 統的な警察活動 にお いては、犯罪 の発見 と犯罪
者 の逮捕 を主眼 と して、犯罪 の抑 止は専 ら警察の責任 と考え られ た。 しか し、警察官 の徒歩に よるパ ト
ロールか ら車 によるパ トロール への変化な どによって、住民 と警察官 との良好な相 互関係 の機 会が減少
し、警察 の孤立化の傾 向が進んだ。それ故 に、住 民の、犯罪に対す る恐怖感 は増 え続 け、'住民の警察 に
対す る信頼感 は減少す る ことになったの である。
この ような傾 向に対 して、1970年代初頭 に新 たな考 え方が登場す る。 それ は、 コミュニテ ィ志向の警
察活動(co㎜unity-orientedpolicing)とい う考 え方で あるが、そ こでは、 コミュニテ ィを警察の仕事に
参加 させ るこ とが理想 であ り正 当で ある とされ た。 コ ミュニテ ィの住 民の支持 と協力がな けれ ば、警察
はそ の 目的 を首尾 よく遂行で きない とい うこと、っま り住民の役割 が重要で あることが認識 され たので
あ る。 さらには、 と りわ けア メ リカにお いてであ るが、1980年代にな って警察の役割の拡大が試 み られ
た。警 察は、犯罪撲滅 に努め るだけでな く、地域的 な諸 問題に も取 り組 む とい う役割拡大の流れである。
そ のね らい は、犯罪 の発見、犯罪者 の逮捕 だ けではな く、住民 との積 極的な接触 を図 り、 住民へ のサー
ビスを拡大す る とい うこ とで ある。 警察官は、一定の居住 区で生 じた問題 を処理す る とい う役割 を担 う
こ とになった。言わ ば、問題解決志向型 の警察活動(problem-orientedpolicing)である。例 えば、数名
の警 察官 を特 定の居住 区に割 り当てて、警察サー ビスの 向上を図 り、警察 とコ ミュニティ との間の関係
を良好な ものにす る。そ して 、その よ うな状態を基盤 に して、警察 は、住民 の支援 を得 なが ら犯罪の抑
止に努 め るとい うことである㈲。
この よ うな 流れ の 中 で近 隣警戒 は発 生 したの で あ るが 、それ は、大 き くは コ ミュニテ ィ犯 罪防止
(commul)itYcrimeprevention)の枠 の中に入 るものであ る。犯罪防止において コ ミュニテ4の 住民が協
力す るこ とに よって、犯罪 の温床 とな りそ うな環境 を改 善 し、犯罪 の機会 を減 らし、延 いては、地域社









② 警察か らの情報によって住民が個々の犯罪の手 口を知ることにより、不必要な心配をしな くなる場
合がある。 また、近所 に気にかけて くれる隣人がいるのを感 じることによ り、犯罪への恐怖感 が減少す
る。
③ 住民が相互に良 く知 り合 うようにな り、助け合 うようになって、コミュニテ ィが形成 される可能性
がある。 一
④ コミュニティの形成によって、隣人への思いや りが増す ようになる。
⑤ 住民が自分たちの住んでいる地区に誇 りを持 ち、必要があれば環境を改善 しようと努力す るので、
あらゆる意味で良好な環境が形成 され る。
⑥ 住民は警察か ら諸々のサー ビスや支援を受けるし、警察は住民から情報を得ることができて、警察
と住民 との間の関係が良好になる。
⑦ 住民が団結 しで 一緒に行動することによって、地方自治体、民間会社、地元の企業など諸団体か ら、
様々の支援 を得ることができる。
⑧ 犯罪の減少によって、犯罪か らの経済的損失を少 なくすることができる し、同時に、それ らのこと
が保険会社によって評価されるならば、盗難保険の保険料 も安 くなるであろう⑥。
⑨ 近隣警戒のメンバー になることによって、通常、損害保険の保険料が5パ ーセ ン トない しそれ以上
割引 され る。そ してこれは、住民が近隣警戒に参加す る強力な誘因に もなっている。
三 近隣警戒の活動
近隣 警戒 は、その 目的遂行 のために次 の よ うなこ とを行 な う。
① この組 織 の 責任者 で あるコーデ ィネー ターの 呼びか けで、 定期的 あるい は臨 時の会合 を開 き、犯罪
ない しその 他の諸問題 につい て話 し合 う。
② 住民 はお 互いの家 を監視 ・警戒 し、犯罪 あ るいは疑 わ しい行 動 を見た ときには、警察 に通報す る。 「監
視 と通 報(watchandreport)」と呼 ばれ る防 犯行動 で ある。 この 場合、住 民 は、原 則 と して 、犯 罪 に対
して 自ら行動 しては な らず、警 察 との 良 き連携 を図 るこ とが重要であ る とされてい る。
③ 電 話連 絡網 を設 定す るω。 これ に よって住 民の間 での情 報交換網 、警察 か らの住民 への連 絡網 が確
保 され る。 最近 は 、電 子 メール、 ホー ムペ ー ジが 有効 に使 われ て いる近 隣警戒組 織 もある。 これ にっい
て は、ケ ン ト州 の メイ ドス トー ンで、警 察官 ミック ・ライ トに よって始 め られた近隣警戒 が有名 であ る。
これ は、1997年に5万5千世 帯、10万人以 上の メンバー を持 った 世界最大 級 の組織 で あるが、電 話会 社 と
保険 会 社が提 供 した電話 とコン ピュー タを有効 に利用 して 、多数 の犯罪 者 を逮捕 し、無 数 の犯 罪 を防止
してい る ことで有名 で ある。(犯罪発 生件数 につい て、1991年に17,050件だ ったの が、1998年には14,730




(ed.),ConvnunitiesandCrimePre;'ention(London.1988)lp.t26.Garofaro&Mcleod,op.cit。 p.337.なお 、 メ イ ドス トー ン の
近 隣 警 戒 に つ い て は 、http:〃冊w.net-watch,co.uk/maidg.tone/参照 。
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件 にまで減少 してい る。)そ して、 この アイデアは、そ の後、ベ ル ギー とオ ランダで も採用 され ることに
な った㈲。 一
④ 会報(newsletter)を発行す る。 その内容 は 、当該地域 にお ける最近の 犯罪や迷惑行 為 、地 域の諸 問
題 に関す る情 報 とそ の解決 策の提 案、防犯 に関す る助 言、組織 の活動 の報告 な どで ある。 発行 に関 して
は、毎 月 一回 とい うよ うに定期的 で あ る場 合 と、必 要 に応 じて発 行 され る場合 とが ある。発 行の ための
費用 は、地 元 の企 業 に支援 して も らう場 合や 、地方 自治体 か ら助 成金 を得 る場合 もある。 あ るい は、印
刷 だ け を警察や企 業に して も ら うとい う場 合 もある。 また、地元 の会社 ・企 業や小売店 な どの広 告 を会
報 に載 せ る こ とで 資金 を得 るこ ともで きる。
⑤ 戸外 のポール あるいは電信柱 に、 「ThisisaNeighbourhoodWatchArea(ここは近 隣警戒地域 であ
る)」とい う文字 の入 った看板(streetsigns)を付 ける。 潜在 的 な犯罪 者が、 これ を見 ることによって犯
行 を思 い と どまるこ とが、期 待 され てい る。 この よ うな意 味で の犯 罪抑止 効果が あ ると ともに、そ の地
域 の住 民は 、その看板 を 日常的 に 見る ことによって、防犯 協力意識 を確認 し、持続 させ ることが でき る。
この看板 の 設置 に際 して は、警 察や 地方 自治 体が設 置の場所や その 費用 につい て相 談 に乗 って くれ る。
その 費用は 、一般 に、僅か であ るか無料 で ある。
⑥ メンバー 各 自の家 の窓 に、fNeighbourhoodWatch」、「OurPropertyisPostcoded(わが家 の財 産に
は郵 便 番号がマ ー クされ てい る)」(⑦参照)と い う文字 の入 ったステ ソカ…一を貼 る。 この対策 は、前述
の街 路の看 板 と同様 の効果 を持 つ とされ るのであ り、近隣警戒 の組 織 が形 成 され た ときに、警察が 普通
は 無料 で配布 す る。 自分 た ちで作 ろ うとす る場合 には、 しば しば地 元企 業 な どの支援 を期 待す るこ とが
で き る。
⑦ 家財 そ して 自家 用 車な どに、郵 便番 号や 名前 、 あるいは識 別 のための文 字や記 号を書い た り、貼付
した り、刻 印 した りす る(propertymarking)。この対策 は、窃 盗 目的住居 侵入(burglary)を抑止 し、盗
品 故 買を困難 に し、 万が一盗 まれ た場合 に もそ の物が も との所 有者 に戻 りや す くす る。 ち なみ に、イ ギ
リス の郵便番 号 は、 カ ヴァーす る地 域範 囲が 日本 よ りもは るか に狭いの で、盗品 の本 来の持 ち主 を特 定
し易 いので あ る。
⑧ 住宅防 犯 診断(homesecuritysurveys)を受 けて、必要に応 じて、 ドアや窓 の鍵 を 二重、 三重に した
り、 二重 ガ ラス窓(doubleglazing)にした りす る。
⑨ 短期 間 の場合 に も長期 間の場合 に も、留守 にす る ときには、それ を覚 られ ない よ うにす る。例 えば、
配 達 され る新 聞や ミル クをた めない、 タイマ ー を使 って灯 りの点灯 ・消灯、 ラジオの スイ ッチの切 り替
え を行な うな どであ る。 これ らに よって 、住居 内に人 が常時いる よ うに見せ かけ る とい うわけで ある。
⑩ 住居な い しその敷地 内に防犯 灯や防 犯ベ ルな どを設置する。
⑪ 公 共の場 所 に街 灯や防犯 灯 を設 置す る ことを行政 に働 きかけ る(streetlightingimprovement)。
⑫ コ.ミュニテ ィにお いて老齢者 な どの弱者 を支援 し、彼 らが犯 罪被害者 にな らない よ うにす る。





ア に よる全国組 織 と して 、犯 罪被 害者支援 団体(VietimSupport)があ るの で、それ との連絡 を密 にす る。
⑭ 当該 地域 にお け る環境 に住 民が責任感 を持 ち、犯罪 が起 こ らない よ うな環境 づ く りをす る。
⑮ 国家や 地方 自治 体 に よるので はな く、地域 社会 内部 か らのイ ンフォー マル な社 会 コ ン トロールの強
化 を図 り、 良 き社 会規範 ない し法習 俗の発生 を促 し、犯 罪や迷 惑行為 を減 少 させ る。
⑯ 警察の 「眼 と耳(eyesandears)1にな る。 これ は、近 隣警戒 が最初 に発生 した アメ リカで特 に強調
され た。 しか し、 あま りに もこの面が 強調 され ると、 住民 が警 察 に よる治安維持 活動 の道 具に な る危 険
が あ り、ま た、・警察 に よる住民 監視 体制 の強化 につ なが る恐れ もあ る。 最近 のイ ギ リスでの傾 向は、 内
務省(HomeOffice)の調 査研 究に も現 われ てい る ところであ るが、 近隣警戒 の メンバー が、 警察の 「眼 と
耳∫ にな る こ とで はな い。 近隣 警戒 の役割 は、犯 罪防 止 とコ ミュニテ ィ団結 とを隣 人間 の意思疎 通 によ
って結 び付 け る もの とな ってい るの で ある(9)。
⑰ 街 路パ トロール(9treetpatrols)。これ は、ア メ リカにお いて は行 なわれ る ことが 多いの であ るがこ
イ ギ リスにお い ては実 際 に行 な われ た とい うの では な く、提 案 され て退 け られ た。1993年に、 当時内務
大臣で あ った マイ ケル ・ハ ワー ドは、近隣 警戒 は、ア メ リカでは街 路バ ト同一ール を行 な って成 功 したが、
「イ ギ リスで は、 窓に ステ ッカー を貼!)て、会 合 を開 くだ けで終 わ り、 そ の効力 を薄 めて しま い、完全
な失 敗 だった]と 述べ た。そ して、イ ギ リスで も近 隣警 戒 は街路 パ トロール に取 りかか るべ きだ との熱
の こ もった提 案 がな された ので あ る。 もちろん、 そ のパ トロール が犯罪 に直面 して も、住民が 直接 に手
を下す ので は な く、警 察 に連 絡す る とい うことを前提 に してはい た。 これ は 、住民 は もっ と自分 たちの
生活 改 善 とコ ミュニテ ィの福祉 に責任 を持 つべ きだ との彼 の考 え方 か ら出て いたの であ るが、全 国近隣
警 戒会 議(NationalNeighbourhoodWatchConferences)と警察は 、結束 して この提 案 に猛烈 に反 対 し、
粉砕 した。
四 近隣警戒組織の形成
犯罪の多発 と、それに対す る警察機能の不全が、この組織が形成 され る原因であった。警察は、犯罪
防止、犯罪発見、そ して犯罪者逮捕について、住民の協力を仰 ぐ必要に迫られたのである。 したがって、
少 なくとも初期においては、近隣警戒組織の形成は警察主導で行なわれた㈹ 。 この場合でも、組織の形
成 は警察官によってなされるが、組織を実際に運営 し、活動を持続 させてゆ くのは住民たちである。ま
た、住民主導で組織 が形成 される場合には、住民の一人であるコーディネー ターが中心になって組織化
が行なわれ、住民たちによって組織は運営 される。
いずれの場合 も、住民 と警察 との密接 な関係 と連絡が必要であり、住民は、地域の問題に関す る情報













検討 してか ら、組織者は、近所の人々と面談 し、当該地域での犯罪に関わ る諸事情やその他の問題 につ
いて話 し合い、近隣警戒の立ち上げにっいて意見を聞き、賛同者を募ることになる。そ して、それなり
の人数が集ま り、立ち上げの方向が定まったならば、組織者 は警察に行 き、近隣警戒 を正式に組織す る
ための手続きを行な う。用意された文書に必要事項が記入 され、警察が組織を公式に認可 し、それによ
って組織が立ち上がる。 このような手続 きが行なわれ る理由は、警察が近隣警戒の組織を認可すること
になっているからである。
こ うして新たな近隣警戒は組織 されるが、その後行なわれるべ きことは、第1回 目の会合を開 くこと
である。 この会合には、賛同者、防犯担 当警察官が出席するが、その他、近隣警戒の効用 について説明
できる人や、地元の市議会議員などを招待することもある。市議会議員にっいては、後々支援 を依頼す
る可能性 もあるので、事情を知っておいて欲 しいとい うことであろう。会合を開 く場所は、メンバーの
家、教会のホール、パブ(居 酒屋)、あるいは警察の一室とい う場合 もあ り得 る。
すべて順調に進んだならば、最後にコーデ ィネーターを正式に選出して、近隣警戒はスター トす るこ
とになるく11)。




を伴 う居住区で近隣警戒が採用 される機会が多い。 このような居住区では、外来者=「 よそ者」はす ぐ
に識別 され、「監視 と通報」の機能が有効に働くことにはなるであろ う。近隣警戒への同様の参加パター
ンは、「英国犯罪調査(TheBritishCrimeSurvey)」でも明 らかになっている(12)。参加者の性向 として、
隣人同志がもともと知 り合いであったか、あるいは知 り合いにな りたがってお り、隣人に対 して肯定的
であり、同類的に感 じてお り、相互の家を監視 した り犯罪防止活動 に協力 ・参加 したい と思 ってい る、
な どがある。 さらに、最 も重要なこととして、適切な社会的行動のための規範を共有 しているとい うこ
とがある。相互信頼 とか相互の防犯 ・安全に 自ら責任を持 とうとす る意志がここでは重要である。そし
て、この ような場では、地域社会内部から発生す るイ ンフォーマル な社会コン トロールが強力に働 くの





,op.cit.,pp.129,133.アメ リカ に お い て 。 近 隣 警 戒 が 相 対 的 に 富 裕 な 階 層 の 居 住 区 で 多 く採 用 され て い る こ と に つ い





他方 、近隣警戒が採用 され にくいf,1}住区もある。住民の社会的 ・経済的地位が低 く、貧困、疑い、不
信、敵意、そ して適切な社会的行動に関す る規範 を共有 しない とい うよ うな特徴を持つ居住区である。
組織を立ち上げよ うとする人がいたに しても、極端な場合には、犯罪多発居住区の大多数の住民は参加
しないであろ う。 しか し、 この ような地域 も防犯 に関する助けを必要 としている。近隣警戒の採用が困
難な居住区での組織化の試みは繰 り返されてきているが、成功 している例は稀であり、そのよ うな地域
では近隣警戒 の戦略は不適切なのではないか とい う評価が多 くなされている。
た とえ、この ような居住区で近隣警戒が組織 されたにしても、そこでは多 くの問題が生ずると言われ
てい る。例えば、会合を開くに しても、人々は自分の家を会場 として提供す ることを躊躇する。なぜな
ら、それによって彼 らは、自分たちの家を 「下見 させ る」機会を他人に与えることになるからである。
また、人々は、会合に出席 して自分たちの家を留守にすることに用心深 くなる。なぜな ら、予告された
時間に住民たちの家が空っぽにな りそ うなことが知れ渡ることにな り、窃盗 目的住居侵入者の思 うつぼ
だからである個 ご このようなことか ら判断す ると、近隣警戒があらゆるタイプの居住区で容易に採用 さ
れ得 るとは、必ず しも言えないのである。
五 諸団体からの支援獲得
近隣警戒に参加 してい る住民は、居住区の問題 をすべて自分たちだけで解決することはできない し、
また、その運動をすべて自分たちだけで推進す ることもできない。そこで、幾つかの団体か ら支援 を受
けて、あるいはそれ らと密接に協力 して活動することになる。それ らの団体 としては、クライム ・コン
サー ン、警察、地方 自治体、民間の会社な どが挙げられる。これ らの団体か らの支援 について、以下で
概観する。
(1)クラ イ ム ・コ ン サ ー ン(CrimeConcern)
ク ライム ・コンサー ンは、内務 省(H・meOffice)の助 言に基づ いて、近隣警 戒 と多 くの犯罪 防止委 員会
(crimepreventionpanels)(15}を活性 化 し、少 年犯 罪の 防止 を強化す るこ とな どを 目的 と して 、1988年に
中央 政府 に よ って、任 意 団体 と して設 立 され た。 この団 体の設 立推進母 体 は、かつ て保守 党の 国会 議員
だ った委員 長 と内務省 、警 察、 民間会 社、任意 団体の代 表者 か ら成 る委員 た ちか ら成 る委員会 であった。
この 委員会 に よ って 立 ち上げ られ た クライ ム ・コンサ ー ンは、始 動時 に、3年経過後 に財 政的 に独 立す る
とい う条件 で 、3年間の基金 を 内務省か ら受 けた。 しか し、3年経 過後 も基 金 は与 え続 け られ てい る。
ク ライム ・コンサー ンは近隣 警戒 を支援 す るが、 そ のこ とは 同時 に、近隣 警戒組織 の維 持 に関す る警
察の負 担 を軽 減す る とい う効果 に もつ なが った。 近 隣警戒 は、警 察 と連携 はす るが、 警察 か ら独立 した
"A)Gi1}i・g、 ・P.・it.,PP.134,141-142.C・r・f・lsand!{・Le。d、。P.。it.,P.339、
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組織 として運営 されて ゆ くべ きで あ り、その 方向で近隣警 戒 をサポー トす るのが クライ ム ・コンサー ン
なの で あ る。 具 体的 に は、全国 近隣警 戒会議(NationalNeighbourhoodWatchConferences)の設立 、近
隣警戒 特別週 間(SpecialNeighbourhoodWatchWeeks)の設 定 を行 ない 、近 隣警戒プ ロジェク トの 目的に
つい て宣伝す るな どして きた。 さ らには、1994年の全 国近 隣警 戒 協会{1'ati。nalNeighbourhoodWatch
Association)の設 立 に よって 、近 隣警戒 の組織 ない し運 動の全国的 統合化が実現1されたので ある(16}。こ
れ らに よって、近隣 警戒 は警察へ の依存 を減 ら し、 自立 した組 織 として発展す る ことになった。
ク ライ ム ・コンサー ンは、防 犯 のための キャ ンペー ン、 ガイ ドブ ックの発 行 な ど積 極的 な活 動を通 し
て、イ ギ リスにおける犯罪防止 の主要 な力 とな ってい る。
(2)警 察
近隣 警戒の組織 を認可す るの は警察で あ るが、本稿 の 四で も述 べた よ うに、警察は 、近 隣警戒の組 織
化 にお いて重要 な役割 を果 たす。イ ギ リスにお ける近隣警戒組織 の数 は、ig85年の約4千か ら1989年末 の
7万5千にまで増加す るが、 これ は警察か らの支援 の結果 であ る と言われてい る(17)。近隣 警戒 は、警察 と
の恒 常的 な接触 、強 い関係 に よって 有効 に機能 す る し、警察 の側 に して も、その組織 の メンバ ー との緊
密 な連携 に よって情 報 を入 手で き る し、効 果的 な地 域的 警察活動(localpolicing)を実践す る ことが で
きるの である。 特に、巡回 警察官(beatofficers)あるいは、民間人 ない し制服 警察官か ら成 る近 隣警戒
特別支援担 当官(specialsupportstaff)との 日常的 な情報交換 は、 近隣警戒組織 と警察 の両方 に とって
有益 であ る。 しか し、 もち ろん警察官 は多忙 であ るの で、支援 につ き過 大な期待 をか けてはな らないで
あろ う。 また、警 察は、住宅防 犯診断な どの犯 罪防止 プ ログラム を近隣警戒 の組織 に提供す る。
(3)地方 自治体
地方 自治体は、地域の犯罪問題への取 り組みにおいて重要な役割を果たす し、重い責任を持っている。
とりわけ、公営住宅区域(coUncilhousingareas)においては、自治体の役人が犯罪防止に強い関心を持
っている。近隣警戒の組織 は、 自治体が提供するサー ビスと支援を得ることができるのであるが、それ
らを首尾 よく獲得するための有効な方法の一二)として、例えば、市議会議員や市の役人を近隣警戒に巻




近隣警戒のステッカーを作るに際 しての費用、会報の発行にかか る費用などを民間の会社に援助 して
個Cil}i・g ,ep.cゴt..PP.141,145.
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もら う。 大規模 な もの と して は、前述 の、ケ ン ト州 メイ ドス トー ンでの、電 話会社 と保険 会社 による支
援(電 話や ゴンピュ一 夕の提 供)が あ る。
また 、前述 の よ うに、住民が近隣 警戒の メンバー にな るこ とに よって、通常、損害保 険の保 険料が5パ





団体の支援を受けつつ も、 自分たちのできることを、主体的に、自分たちのカで実行 しようとしている
ことである。そ して、その ことが、コミュニティ意識の発生ない し再生をもた らし得 ることも、容易に




事情 と、イギ リスの近隣警戒の発展史、近隣警戒の理論的仮説の検討な どと合わせて、稿 を改めて論 じ
ることに したい。
(かと う てつみ)
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